

































･ 秋分 ･ 冬至の四時を祭日とするのが一般だが，春分と秋
分のみ行なうこともあった10）。
春水は商家に生まれたものの，父亨翁（通称 又十郎，






























































1999，大正 10 ～平成 11，お茶の水女子大学名誉教授）が














































































h 2/27 広島着→ 2/28 春饗→ 3/9 竹原へ帰帆
i 2/21 竹原乗船→ 2/23 広島着→ 2/29 春饗→一旦竹原に戻った後広島に来て同居
j 2/11 広島着→ 2/19 春水忌日→ 2/29 春饗→同居
k 前日に届く
ℓ 南園中所産
m 2/25 杏坪宅時祭の供物を貰う→ 2/29 春水宅春饗
n 2/9 広島着→ 2/28 春饗
o 1/20 大坂発送→ 1/24 広島着→ 2/28 春饗
p 不参加のために前日に届く
q 前日に届く







u 『梅颸日記』では ｢益寿丹くハし｣ と記されていたが益寿糖を指していると推定した
v 8/21 広島着→ 8/25 時祭→ 9/2 竹原帰帆
w 加藤家へ嫁したと推定
y 1/24 大坂発送→ 2/13 広島着→ 2/25 春饗
泊
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表 2.   春水弟達からの到来食品と時祭参加状況（末弟 杏坪）
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寛政 2 ～文政 8）までの 36 年間で 3 回のみにとどまって





























春風 2 回目の参加は 1797（寛政 9）/2/25 の春饗で，8 歳
の長男権次郎（幼名－熊吉，号－景譲）を同伴していた。




に 2/8 には広島に着帆して時祭に参列している（表 1 およ


















































て ｢千齢持参｣ と表記されていた。この他，諱 ｢惟彊｣，あ





















柔，杏坪は号，1756（宝暦 6）～ 1834（天保 5））4-7）は，
1787（天明 7）年 32 歳の時に加藤恭子（15 歳）を娶った後





















































風と同じく 1794（寛政 6）年の ｢冬 時祭｣ で，この時の供
物羊羹には，｢万四朗手製｣ とあった。羊羹は春饗 ･ 秋饗
共に杏坪宅からの定番供物であった19,20）。羊羹以外で複数
贈られていた品には，春饗の鱒 6 回，蕨と鱈がそれぞれ 2
回，秋饗の松茸と新米がそれぞれ 3 回，鮎と鮑がそれぞれ
























回）｣，｢進藤氏（3 回）｣，｢進藤彦介（5 回）｣，｢進藤吉之助 































守居役であった27）。当主は定馬（～ 1816（文化 13）/ 閏
8/27 没），茂司馬あるいは茂次馬（以後，茂司馬と表記。 
































｢きぬ女｣ や ｢おきぬとの（＝お絹殿）｣ であった。
d．加藤定斎
加藤定斎（通称 三平，諱 友諒，号は定斎のほかに中瀬，















頼山陽（通称 久太郎および山陽，字 子成，諱 襄
のぼる
，1780


















た年 1811（文化 8）/9/15 の望日での干菓子と茶で，神辺か
ら京都に向かった閏 2/6 から 7 カ月後のことであった。こ
れ以降も，望日の供物に山陽からの菓子類（1812（文化 9）
/9/15，1816（文化 13）/6/15 および 8/15，1817（文化 14）
10/15）が認められる。忌祭日では，椎茸（1816（文化 13）
/9/6 二代妻妙喜忌祭日）が初出で，その後山陽が持参し
た鱈 ･ 茶 ‘ 一時雨 ’･ 菓子が春水の大祥忌（三回忌に相当，
1818（文政元）/2/19）に供えられ，‘ 一時雨 ’ はさらに同
年 3/15 の初代道円忌祭日にも供えられた。そして，翌年
1820（文政 3）の春水忌祭（2/19）に供えられた伊丹酒 ｢白















その後，没年 1832（天保 3）までの 12 年間に，春饗で 6 回 
（9 食品），秋饗で 3 回（3 食品）の時祭供物贈答が認めら
れた。この間，1824（文政 7）/ 閏 8/28 秋饗と 1827（文政
10）/2/27 の春饗での贈答が認められなかったのは，それ
























その息子剛三（鉄蔵 ･ 鉄二郎 ･ 存斎），そして重五郎と続




2）/3/9（京都旅行 1 回目往路），1824（文政 7）/4/8（京都
















つ ぐ ま ろ
菟麻呂著「懐徳堂水哉館先哲遺
事」の義金人名の中にみることができるが28），1836（天保





1821（文政 4）/2/29 春饗に供えられた蒸菓子が ｢三原頼
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Abstract
Shunsui Rai（1746-1816），a Confucian of the Hiroshima feudal clan in the later Edo era, held Confucian 
seasonal rites（33 times in both spring and autumn）and occasional rites（9 times in irregular seasons）．
Food gifts used as offerings for the rites were presented from relatives, consisted of Shunsui’s two 
brothers（Shunpû and Kyôhei），an uncle（Yôdô），a disinherited son（Sanyô），and five marriage-
relatives. Frequency of presents and varieties of food depended on each relative, and habits for sending 
offerings for the rites were succeeded by the next generations in the family of Shunpû, Kyôhei, Yôdô, and 
Sanyô. Some relatives helped arrange for the rites one day before and it was also succeeded by the next 
generations. Two marriage-relatives continued to present and participated the rites even after the death 
of the wives.
Key words : confucian household rites, seasonal rites, offering menu
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